
心
筋
症
は
、
心
臓
の
機
能
不
全
を

伴
う
心
筋
疾
患
で
す
。
大
き
く
分
け

て
原
因
不
明
の
心
筋
障
害
に
よ
り
心

臓
の
収
縮
性
が
低
下
し
た
拡
張
型
心

筋
症
と
、
原
因
不
明
の
心
筋
肥
大
に

よ
り
心
室
の
拡
張
性
が
低
下
し
て
い

る
肥
大
型
心
筋
症
が
あ
り
ま
す
。
明

ら
か
な
原
因
が
な
く
心
臓
の
ポ
ン
プ

と
し
て
の
働
き
（
収
縮
と
拡
張
を
心

臓
は
繰
り
返
し
て
い
ま
す
）
が
障
害

さ
れ
た
疾
患
で
す
。
今
回
は
拡
張
型

心
筋
症
、
肥
大
型
心
筋
症
に
つ
い
て

簡
単
に
お
話
し
ま
す
。

―
拡
張
型
心
筋
症
―

拡
張
型
心
筋
症
は
、
左
心
室
ま
た

は
両
心
室
の
心
筋
が
障
害
（
原
因
不

明
）
さ
れ
、
そ
の
収
縮
性
が
低
下
し
、

心
臓
の
内
腔
が
拡
大
し
て
し
ま
っ
た

状
態
で
す
。
特
異
的
な
自
覚
症
状
は

あ
り
ま
せ
ん
。
心
臓
の
ポ
ン
プ
機
能

低
下
に
起
因
す
る
症
状
、
つ
ま
り
、

全
身
に
十
分
な
血
液
を
送
れ
な
い
状

態
（
心
不
全
の
病
態
）
に
伴
う
自
覚

症
状
が
あ
ら
わ
れ
ま
す
。
原
因
は
不

明
で
す
が
、
心
筋
へ
の
ウ
ィ
ル
ス
感

染
な
ど
が
注
目
さ
れ
て
き
て
い
ま
す
。

〔
自
覚
症
状
、
身
体
所
見
〕

安
静
時
や
労
作
時
に
生
じ
る
呼
吸

困
難
、
動
悸
、
起
座
呼
吸
な
ど
左
心

室
（
全
身
に
血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
）

機
能
不
全
の
症
状
が
主
体
で
す
。
ま

た
、
全
身
の
浮
腫
、
肝
う
っ
血
に
よ

る
消
化
器
症
状
な
ど
右
心
室
（
肺
に

血
液
を
送
る
ポ
ン
プ
）
機
能
不
全
症

状
も
出
現
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

身
体
所
見
で
は
、
左
心
不
全
で
は

頻
脈
、
乏
尿
、
胸
水
貯
留
、
右
心
不

全
で
は
、
浮
腫
、
肝
腫
大
、
静
脈
の

怒
張
、
黄
疸
、
腹
水
な
ど
が
み
ら
れ

ま
す
。

〔
診
断
〕

病
院
に
は
労
作
時
に
生
じ
る
息
切

れ
や
夜
間
に
急
に
出
現
す
る
呼
吸
困

難
に
よ
る
起
坐
呼
吸
（
苦
し
く
て
寝

て
い
ら
れ
な
く
な
り
ま
す
）
な
ど
左

心
不
全
症
状
で
受
診
す
る
人
が
多
い

よ
う
で
す
。
胸
部
Ｘ
線
写
真
で
は
心

臓
陰
影
の
拡
大
や
肺
う
っ
血
像
を
認

め
ま
す
。
心
電
図
検
査
で
は
特
異
的

所
見
は
見
ら
れ
な
い
の
で
す
が
、
完

全
左
脚
ブ
ロ
ッ
ク
な
ど
の
刺
激
伝
導

障
害
や
心
房
細
動
や
心
室
性
期
外
収

縮
な
ど
の
不
整
脈
を
認
め
る
こ
と
が

多
い
よ
う
で
す
。
心
臓
超
音
波
検
査

で
原
因
不
明
の
壁
運
動
が
低
下
し
た

左
心
室
が
見
ら
れ
た
場
合
に
は
本
症

を
疑
う
必
要
が
あ
り
ま
す
。

確
定
診
断
に
は
心
不
全
を
生
じ
る

他
の
心
臓
疾
患
（
弁
膜
症
、
心
筋
炎
、

虚
血
性
心
臓
病
な
ど
）
を
否
定
す
る

こ
と
と
、
心
室
細
胞
を
一
部
取
り
病

理
的
に
心
筋
細
胞
の
変
性
、
消
失
を

証
明
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

〔
治
療
〕

心
不
全
、
突
然
死
、
脳
梗
塞
に
代

表
さ
れ
る
血
栓
塞
栓
症
の
予
防
が
大

切
で
す
。
心
不
全
増
悪
時
の
治
療
は
、

そ
の
重
症
度
に
応
じ
て
、
強
心
薬
、

利
尿
薬
、
血
管
拡
張
薬
、
抗
凝
固
剤

な
ど
の
投
与
が
行
わ
れ
ま
す
。

最
近
で
は
、
採
血
に
よ
り
血
中
Ｂ

Ｎ
Ｐ(

Ｂ
型
ナ
ト
リ
ウ
ム
利
尿
ペ
プ

チ
ド)

を
測
定
す
る
こ
と
で
、
左
心

室
負
荷
、
心
筋
障
害
の
程
度
を
判
定

し
、
治
療
に
役
立
て
て
い
ま
す
。
心

不
全
の
治
療
の
基
本
は
心
臓
の
負
担

を
と
る
こ
と
な
の
で
、
強
心
薬
の
使

用
は
最
少
量
で
か
つ
長
期
投
与
は
さ

け
ま
す
。

不
整
脈
に
対
し
て
は
む
や
み
に
抗

不
整
脈
薬
は
投
与
せ
ず
、
不
整
脈
の

誘
発
原
因
と
な
る
電
解
質
異
常
、
心

不
全
な
ど
の
改
善
に
努
め
ま
す
。
著

し
い
徐
脈
は
心
不
全
を
悪
化
さ
せ
る

た
め
ぺ
ー
シ
ン
グ
治
療
が
有
効
と
な

り
ま
す
。
ま
た
、
持
続
性
心
室
頻
拍

お
よ
び
心
室
細
動
の
治
療
に
は
、
植

え
込
み
型
徐
細
動
器
が
最
も
有
効
で

す
。

〔
予
後
・
死
因
〕

経
過
は
個
人
差
が
極
め
て
大
き
く
、

5
～
10
年
の
経
過
観
察
で
も
ほ
と
ん

ど
変
化
を
み
な
い
人
か
ら
、
１
～
２

年
の
経
過
で
死
亡
す
る
人
ま
で
い
ま

す
。
健
康
診
断
や
、
心
臓
超
音
波
検

査
の
普
及
に
よ
り
、
無
症
状
の
段
階

で
見
つ
か
る
こ
と
も
多
く
な
り
ま
し

た
。
早
期
治
療
と
治
療
法
の
進
歩

（
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
療
法
、
心
臓
移

植
な
ど
）
に
よ
り
生
存
率
は
改
善
す

る
傾
向
に
あ
り
ま
す
。

拡
張
型
心
筋
症
の
死
因
は
、
ほ
と

ん
ど
の
場
合
、
心
不
全
死
、
突
然
死

で
、
そ
の
他
、
塞
栓
症
な
ど
が
あ
り

ま
す
。
突
然
死
の
原
因
は
不
整
脈
死

が
多
い
と
考
え
ら
れ
て
い
ま
す
。

―
肥
大
型
心
筋
症
―

心
室
筋
の
壁
厚
が
外
的
な
要
因

（
高
血
圧
、
大
動
脈
便
狭
窄
症
な
ど
）

な
く
い
び
つ
に
肥
厚
す
る
疾
患
で
、
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心

筋

症



一
般
に
は
左
心
室
収
縮
機
能
は
保
た

れ
て
い
ま
す
。
い
び
つ
に
左
心
室
が

肥
大
す
る
た
め
、
左
心
室
か
ら
大
動

脈
に
血
液
が
で
て
い
く
部
位
が
狭
く

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
つ
ま
り
、

こ
の
部
で
左
心
室
内
に
圧
較
差
が
生

じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
左
室

流
出
路
圧
較
差
の
有
無
で
閉
塞
型
と

非
閉
塞
型
に
分
け
ら
れ
ま
す
。
閉
塞

型
は
、
全
体
の
25
％
程
度
を
し
め
ま

す
。
さ
ら
に
、
典
型
的
な
肥
大
型
心

筋
症
が
進
行
し
、
左
心
室
が
拡
張
し
、

収
縮
機
能
が
低
下
、
拡
張
型
心
筋
症

に
類
似
し
た
病
態
を
呈
す
る
拡
張
相

肥
大
型
心
筋
症
と
呼
ば
れ
る
も
の
も

あ
り
ま
す
。
家
族
内
発
生
が
見
ら
れ

る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

〔
自
覚
症
状
〕

発
症
初
期
の
患
者
さ
ん
は
、
全
く

無
症
状
で
健
康
診
断
の
心
電
図
検
査

で
見
つ
け
ら
れ
る
こ
と
が
多
い
疾
患

で
す
。
閉
塞
型
で
は
、
心
拍
数
増
加

時
に
、
血
液
を
左
心
室
か
ら
大
動
脈

に
出
し
に
く
く
な
り
、
狭
心
症
類
似

の
胸
痛
か
ら
失
神
発
作
ま
で
幅
広
い

症
状
が
出
現
し
ま
す
。
さ
ら
に
、
心

房
細
動
な
ど
の
不
整
脈
出
現
を
動
悸

と
し
て
自
覚
す
る
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

全
く
無
症
状
で
突
然
死
が
最
初
の
症

状
と
な
る
こ
と
も
あ
り
注
意
が
必
要

で
す
。

〔
診
断
〕

左
心
室
肥
大
所
見
を
示
す
心
電
図

で
疑
い
、
心
臓
超
音
波
検
査
で
非
対

称
性
の
左
心
室
肥
大
を
認
め
れ
ば
ほ

ぼ
診
断
さ
れ
ま
す
。
さ
ら
に
、
心
臓

カ
テ
ー
テ
ル
検
査
時
に
心
筋
の
一
部

を
採
取
し
、
組
織
検
査
で
肥
大
し
た

特
徴
的
な
配
列
を
示
す
心
筋
を
認
め

れ
ば
確
定
さ
れ
ま
す
。

〔
治
療
〕

治
療
の
目
標
は
、
突
然
死
、
危
険

な
不
整
脈
の
予
防
、
心
不
全
治
療
、

自
覚
症
状
の
改
善
で
す
。
薬
物
療
法

と
し
て
は
、
β
遮
断
薬
、
心
拍
数
を

増
加
さ
せ
な
い
系
統
の
カ
ル
シ
ウ
ム

拮
抗
薬
が
有
効
で
す
。
多
彩
な
不
整

脈
出
現
し
ま
す
。
特
に
、
心
筋
変
性

が
洞
結
節
（
脈
を
造
る
と
こ
ろ
）
に

及
ん
だ
際
に
み
ら
れ
る
洞
不
全
症
候

群
に
対
す
る
ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
治
療

や
、
最
近
で
は
心
室
性
頻
拍
に
対
す

る
植
え
込
み
型
除
細
動
器
療
法
な
ど

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
心
房

細
動
が
生
じ
ま
す
と
急
激
に
心
筋
機

能
が
低
下
し
て
難
治
性
の
心
不
全
が

生
じ
た
り
、
心
房
内
に
血
栓
が
で
き

脳
梗
塞
、
肺
梗
塞
な
ど
を
引
き
起
こ

す
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
こ
の
た
め
左

心
室
収
縮
能
に
か
か
わ
ら
ず
心
房
細

動
時
に
は
速
や
か
な
徐
細
動
や
、
ワ
ー

フ
ァ
リ
ン
の
投
与
を
し
、
心
機
能
悪

化
、
血
栓
形
成
を
防
ぐ
こ
と
が
必
要

と
な
り
ま
す
。
閉
塞
型
で
症
状
が
軽

減
で
き
な
い
患
者
さ
ん
に
は

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
利
用
し
た
治
療

も
行
わ
れ
て
い
ま
す
。

〔
予
後
、
死
因
〕

非
閉
塞
型
の
場
合
に
は
比
較
的
予

後
は
良
好
で
す
。
し
か
し
、
加
齢
に

伴
い
、
不
整
脈
の
出
現
が
多
く
な
り

難
治
性
心
不
全
や
脳
梗
塞
の
予
防
が

重
要
と
な
り
ま
す
。
一
方
、
閉
塞
型

の
場
合
、
狭
心
症
様
の
胸
痛
や
失
神

発
作
、
突
然
死
が
多
く
、
厳
重
な
管

理
と
予
防
が
必
要
で
す
。
さ
ら
に
、

サ
ル
コ
メ
ア
を
構
成
す
る
蛋
白
の
遺

伝
子
異
常
で
、
大
半
が
思
春
期
以
降

に
発
症
す
る
家
族
性
で
は
、
心
筋
変

性
の
進
行
が
早
く
拡
張
型
心
筋
症
様

の
病
態
を
呈
し
予
後
が
非
常
に
不
良

な
方
が
い
ま
す
。

一
般
に
男
女
比
は
10
～
20
歳
代
で

は
ほ
ぼ
1
：
1
で
常
染
色
体
性
優
性

遺
伝
を
示
し
ま
す
が
、
40
歳
代
以
降

で
は
男
性
の
方
が
多
く
な
り
ま
す
。

主
な
死
因
は
突
然
死
と
心
不
全
死

て
す
。
こ
の
他
、
塞
栓
死(

心
房
細

動
に
多
発)

が
問
題
で
す
が
、
塞
栓

死
は
抗
凝
固
療
法
の
普
及
で
か
な
り

予
防
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

〔
日
常
生
活
に
つ
い
て
〕

食
生
活
の
基
本
は
各
栄
養
素
を
バ

ラ
ン
ス
よ
く
摂
取
す
る
こ
と
で
す
。

特
に
注
意
が
必
要
な
の
は
、
減
塩
に

心
掛
け
る
こ
と
で
す
。
塩
分
の
過
剰

摂
取
時
に
は
循
環
血
流
量
が
増
加
し

心
臓
に
負
担
を
か
け
ま
す
。
つ
ま
り
、

心
不
全
に
陥
り
や
す
く
な
り
ま
す
。

ま
た
、
内
服
し
て
い
る
薬
物
に
よ
っ

て
も
制
限
が
必
要
に
な
る
こ
と
が
あ

り
ま
す
。
例
え
ば
、
ワ
ー
フ
ァ
リ
ン

を
服
薬
中
は
納
豆
、
ク
ロ
レ
ラ
は
禁

止
で
す
。

日
常
生
活
で
過
度
の
労
作
は
心
不

全
を
急
激
に
悪
化
さ
せ
る
誘
因
に
な

り
ま
す
。
逆
に
、
過
度
の
安
静
は
骨

格
筋
の
萎
縮
、
運
動
耐
容
能
や
酸
素

利
用
率
の
低
下
を
も
た
ら
し
ま
す
。

適
度
の
運
動
を
行
な
う
こ
と
が
心
肺

機
能
、
脳
の
働
き
や
体
力
増
進
に
効

果
が
あ
り
ま
す
。
運
動
強
度
の
目
安

は
、
会
話
し
な
が
ら
で
き
る
程
度
の

も
の
と
考
え
て
く
だ
さ
い
。
た
だ
し
、

年
齢
や
病
気
の
程
度
に
よ
り
個
人
差

が
あ
り
ま
す
の
で
、
主
治
医
に
相
談

し
、
そ
れ
を
守
っ
て
い
た
だ
く
こ
と

が
大
切
で
す
。

喫
煙
す
る
と
全
身
の
血
管
が
収
縮

し
、
手
や
足
の
先
ま
で
血
液
が
流
れ

に
く
く
な
り
酸
素
が
少
な
い
状
態
と

な
り
ま
す
。
心
臓
は
そ
れ
を
補
う
た

め
に
必
要
以
上
に
働
か
な
け
れ
ば
い

け
ま
せ
ん
。
そ
の
結
果
、
血
圧
は
上

昇
、
頻
脈
が
生
じ
心
臓
に
負
担
が
か

か
り
ま
す
。
そ
こ
で
禁
煙
が
必
要
で

す
。ア

ル
コ
ー
ル
は
少
量
で
あ
れ
ば
血

管
拡
張
、
血
行
促
進
、
精
神
的
に
リ

ラ
ッ
ク
ス
さ
せ
る
な
ど
の
長
所
が
あ

り
ま
す
。
し
か
し
、
多
酒
す
る
と
頻

脈
に
な
り
、
心
臓
に
負
担
を
か
け
ま

す
。
適
量
以
上
の
飲
酒
は
し
な
い
よ

う
に
心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。(

１
日

コ
ッ
プ
一
杯
位)

自
覚
し
や
す
い
心
不
全
の
症
状
と

し
て
労
作
時
の
息
切
れ
や
食
欲
不
振

が
あ
げ
ら
れ
ま
す
。
ま
た
、
一
週
間

で
体
重
が
２
㎏
も
増
え
て
し
ま
う
の

は
異
常
で
す
。
こ
の
よ
う
な
症
状
が

出
現
し
た
際
は
緊
急
受
診
が
必
要
で

す
。

【
今
月
の
記
事

看
護
師
長

根
元
】
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編
集
後
記

今
年
の
秋
田
市
の
健(

検)

診
は
、

65
歳
以
上
の
方
は
7
月
か
ら
、
65

歳
未
満
の
方
は
9
月
か
ら
実
施
さ

れ
る
予
定
で
す
。
無
料
又
は
一
部

負
担
だ
け
で
、
い
ろ
い
ろ
な
検
査

を
お
受
け
に
な
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
よ
う
な
機
会
を
是
非
ご
活
用
下

さ
い
。
秋
田
市
か
ら
通
達
が
あ
り

次
第
、
詳
細
を
お
知
ら
せ
致
し
ま

す
。
尚
、
秋
田
市
以
外
の
方
も
、

各
市
町
村
で
お
受
け
下
さ
い(

す

で
に
始
ま
っ
て
い
る
地
区
も
あ
る

よ
う
で
す)

。
【
事
務
長

奈
良
】


